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  あとがき

佐々木 雅幸

「創造都市」という新しい都市モデルは、芸術文化のもつ「創
造性」を、新産業や雇用の創出に役立て、ホームレスや環境問題
の解決に生かし、都市を多面的に再生させる試みであり（中略）、
本書のもう一つのテーマである「社会包摂」とは「社会排除を生
みだす諸要因を取り除き、人々の社会参加を進め、他の人々との
相互的な関係を回復あるいは形成すること」を指す。
「創造都市」も「社会包摂」も、新自由主義的改革による「福
祉国家」の解体を乗り越えて、新しい分権的な福祉社会を目指す
共通の土壌の上に位置する社会改革の試みである。さらに、「社
会包摂」が、単なる所得の保障にとどまらず、排除された人々の
社会参加やアイデンティティの再確立といった個人のレベルへの
支援策にまで拡張されるとき、文化政策を通じた芸術文化による
市民の創造性の発揮を重視する「創造都市」の実現や、個人の創
造性やスキルを富の源泉とする「創造産業」の振興とも、極めて
高い親和性をもつものといえよう。
本書は、芸術文化のもつ創造力、とりわけ、社会的に排除され
た人々をエンパワーメントする力に着目しつつ創造都市論と社会
包摂論を架橋し、世界的な都市再構築の流れのなかで、コミュニ
ティの再生への胎動を描写するものである。
第1部「進化する創造都市、その文化戦略」においては、創造

都市論を中心に世界的に進む都市再構築の最新動向を取り上げ、
とりわけ、日本やアジアにおける創造産業の集積や発展、さらに
は創造的な文化ブランド戦略の分析を試みる。
第2部「大阪の市民知が再構築する文化・産業空間」では、衰
退の危機に立つ大阪再生の活力を草の根の「市民の知恵」に着目
しつつ、底辺から歴史的に探るとともに、長屋や下町のコミュニ
ティレベルで展開される再生の動きを分析する。
第3部「社会包摂に向けて、新都市空間論の誕生」においては、
失業者やホームレスピープルの居住問題に焦点を当てつつ、文化
創造と社会包摂に向かう都市空間のあり方を検討する。
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